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よ
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大
地
震
に
伴
う
津
波
と
学
校
に
よ
る
児
童
の
安
全
確
保

―
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
「
大
川
小
学
校
訴
訟
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を
手
が
か
り
と
し
て
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四
 
む
す
び
に
代
え
て

一 

は
じ
め
に

二
〇
一
一
（
平
成
二
三
）
年
三
月
一
一
日
の
「
東
日
本
大
震
災
」（

（
（

に
伴
い
、
東
北
地
方
を
中
心
と
し
て
広
範
囲
に
及
ぶ
太
平
洋
沿
岸
地

域
に
大
津
波
が
発
生
し
た
。
こ
の
と
き
、
保
育
所
・
幼
稚
園
、
小
学
校
等
（
以
下
「
学
校
等
」
と
い
う
。）
か
ら
園
児
、
児
童
等
（
以
下
「
児

童
等
」
と
い
う
。）
の
避
難
が
奏
功
せ
ず
、
そ
れ
が
学
校
等
の
避
難
態
勢
の
不
備
ま
た
は
避
難
指
示
の
不
適
切
に
起
因
す
る
の
で
は
な
い
か
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が
問
わ
れ
、
死
亡
し
た
児
童
等
の
相
続
人
か
ら
学
校
等
の
設
置
者
に
対
し
て
損
害
賠
償
が
請
求
さ
れ
る
訴
訟
が
多
く
提
起
さ
れ
た
（
以
下
、

こ
う
し
た
訴
訟
を
「
津
波
訴
訟
」
と
い
う
。）（

（
（2
（
（

。

こ
れ
ら
の
訴
訟
の
評
価
は
、
多
様
な
角
度
か
ら
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
、
ま
た
、
そ
こ
で
導
か
れ
た
結
論
の
是
非
に
つ
い
て
も
、
意
見
は

分
か
れ
る
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
今
後
の
日
本
に
お
い
て
、
大
地
震
に
伴
う
津
波
の
発
生
は
不
可
避
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
連
の
津
波
訴
訟
か
ら
、
学
校
等

を
は
じ
め
と
し
て
、
企
業
及
び
地
域
の
防
災
態
勢
を
整
え
る
た
め
の
教
訓
を
汲
み
取
る
こ
と
は
、
十
分
に
意
義
の
あ
る
作
業
で
あ
る
と
い

え
よ
う
。

こ
の
小
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
基
づ
き
、「
津
波
訴
訟
」
の
中
に
あ
っ
て
多
く
の
議
論
を
喚
起
し
た
と
思
わ
れ
る
「
石
巻
市

立
大
川
小
学
校
訴
訟
」
を
取
り
上
げ
て
、
検
討
す
る
。
な
お
、
こ
の
判
決
に
伏
在
す
る
争
点
・
検
討
課
題
は
多
岐
に
わ
た
る
の
で
、
こ
こ

で
は
、
学
校
側
が
学
校
生
活
に
伴
っ
て
児
童
の
生
命
・
身
体
・
健
康
等
の
安
全
を
確
保
す
る
義
務
に
焦
点
を
当
て
る
。

二 

「
大
川
小
学
校
訴
訟
」
の
概
要

1　

事
案
の
あ
ら
ま
し

「
大
川
小
学
校
訴
訟
」
は
、
東
日
本
大
震
災
に
伴
い
発
生
し
た
津
波
に
よ
り
、
宮
城
県
石
巻
市
立
大
川
小
学
校
（
以
下
「
大
川
小
」
ま
た

は
「
大
川
小
学
校
」
と
い
う
。）
に
在
学
し
て
い
た
児
童
七
四
名
及
び
教
職
員
一
〇
名
が
死
亡
し
た
こ
と
に
関
し
、
死
亡
し
た
児
童
の
う
ち

二
三
名
の
父
母
（
Ｘ
ら
）
が
、
石
巻
市
（
Ｙ1
）
及
び
宮
城
県
（
Ｙ2
）
に
対
し
、
Ｙ1
市
の
公
務
員
で
あ
る
大
川
小
学
校
の
教
員
等
に
過
失
が
あ
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大
地
震
に
伴
う
津
波
と
学
校
に
よ
る
児
童
の
安
全
確
保
（
渡
辺
）

る
な
ど
と
し
て
、
国
賠
法
一
条
等
に
基
づ
き
、
総
額
二
二
億
円
余
の
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
事
案
で
あ
る
。

一
審
判
決
（
仙
台
地
判
平
成
二
八
年
一
〇
月
二
六
日
判
例
時
報
二
三
八
七
号
号
八
一
頁
）
と
二
審
判
決
（
仙
台
高
判
平
成
三
〇
年
四
月
二
六
日
判
例

時
報
二
三
八
七
号
三
一
頁
）
は
、
い
ず
れ
も
Ｘ
ら
の
損
害
賠
償
請
求
の
一
部
を
認
容
し
た
（
一
審
判
決
は
総
額
一
四
億
二
〇
〇
〇
万
円
余
、
二
審

判
決
は
総
額
一
四
億
三
〇
〇
〇
万
円
余
）。
た
だ
し
、
そ
の
理
由
に
は
大
き
な
差
異
が
あ
る
。

一
審
判
決
は
、
地
震
発
生
後
に
お
い
て
教
員
ら
に
津
波
の
予
見
可
能
性
と
結
果
回
避
義
務
が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
に
焦
点
を
当
て
、
地

震
発
生
後
に
お
け
る
教
員
ら
の
避
難
誘
導
に
お
け
る
過
失
を
認
定
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
二
審
判
決
は
、
石
巻
市
教
育
委
員
会
（
以
下
「
市
教
委
」
と
い
う
。）
並
び
に
大
川
小
学
校
の
管
理
・
運
営
に
携
わ
っ
て

い
た
Ａ
校
長
、
Ｂ
教
頭
及
び
Ｃ
教
務
主
任
が
、
平
時
に
お
い
て
事
前
に
、
児
童
の
生
命
・
身
体
の
安
全
を
守
る
べ
き
職
務
上
の
義
務
を
懈

怠
し
た
と
い
う
「
学
校
組
織
上
の
注
意
義
務
違
反
」
を
問
題
と
し
た
上
で
、
こ
の
意
味
に
お
け
る
過
失
を
肯
定
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
二

審
判
決
は
、
地
震
発
生
後
に
お
け
る
教
員
ら
の
過
失
の
有
無
に
つ
い
て
は
判
断
し
て
い
な
い
。

こ
の
二
審
判
決
は
、
Ｙ1
市
及
び
Ｙ2
県
に
よ
り
上
告
・
上
告
受
理
申
立
て
が
さ
れ
た
が
、
最
高
裁
は
、
二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
一
〇
月

一
〇
日
、
上
告
棄
却
及
び
上
告
受
理
申
立
て
不
受
理
の
決
定
を
し
、
二
審
判
決
の
内
容
が
確
定
し
た
。
た
だ
し
、
最
高
裁
と
し
て
の
具
体

的
な
理
由
付
け
は
、
示
し
て
い
な
い
。

2　

事
実
の
概
要

「
大
川
小
学
校
訴
訟
」
に
お
い
て
裁
判
所
が
認
定
し
た
事
実
は
、
一
審
判
決
と
二
審
判
決
と
で
共
通
す
る
部
分
が
多
い
も
の
の
、
異
な

る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
Ｙ1
Ｙ2
の
過
失
の
有
無
を
判
断
す
る
際
の
理
由
付
け
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
部
分
も
あ
る
。
以
下
で
は
、
二
審
判
決



七
七
八

七
七
八

に
お
け
る
認
定
事
実
を
整
理
し
て
示
し
、
一
審
判
決
に
お
い
て
異
な
る
認
定
が
示
さ
れ
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
そ
の
旨
を
注
記
す
る
。

ア　

当
事
者
等

Ｙ1
市
は
、
大
川
小
学
校
を
設
置
運
営
し
て
い
た
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
。
本
件
地
震
当
時
、
大
川
小
学
校
に
は
、
Ａ
校
長
、
Ｂ
教
頭
、

Ｃ
教
務
主
任
（
一
審
判
決
は
「
Ｃ
教
諭
」
と
表
記
す
る
）
ほ
か
合
計
一
三
名
の
教
職
員
が
在
籍
し
、
い
ず
れ
も
Ｙ1
市
の
公
務
員
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
Ｙ2
県
は
、
市
町
村
立
学
校
職
員
給
与
負
担
法
一
条
に
基
づ
き
、
大
川
小
学
校
の
教
職
員
の
給
与
そ
の
他
の
費
用
を
負
担
し
て
い
た
。

イ　

大
川
小
学
校
付
近
の
地
理
的
状
況

①
大
川
小
学
校
は
、
南
西
か
ら
北
東
方
向
に
流
れ
る
北
上
川
の
右
岸
に
位
置
し
、
敷
地
の
標
高
は
一
〜
一
・
五
ｍ
、
太
平
洋
に
面
し
た

追
波
湾
ま
で
の
距
離
は
約
三
・
七
㎞
で
あ
る
。
②
大
川
小
学
校
の
敷
地
の
南
側
に
は
山
の
尾
根
が
迫
っ
て
お
り
、
そ
の
一
帯
は
、
地
元
で

は
「
ダ
ル
マ
ツ
山
」「
裏
山
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
③
大
川
小
学
校
の
や
や
上
流
側
に
は
全
長
約
五
六
五
ｍ
の
新
北
上
大
橋
が
架
か
っ

て
お
り
、
同
大
橋
付
近
の
北
上
川
右
岸
に
は
、
交
差
点
が
あ
り
、
そ
の
交
差
点
付
近
は
、
周
囲
の
平
地
よ
り
小
高
い
平
坦
地
（
三
角
地
帯
、

標
高
六
・
七
ｍ
）
と
な
っ
て
い
た
。
④
こ
の
三
角
地
帯
は
、
大
川
小
学
校
の
西
、
直
線
距
離
に
し
て
約
一
五
〇
ｍ
の
と
こ
ろ
に
あ
る
が
、
人

が
滞
留
で
き
る
場
所
は
広
く
な
い
（
一
審
判
決
で
は
、
三
角
地
帯
に
つ
い
て
言
及
は
あ
る
が
、「
人
が
滞
留
で
き
る
場
所
は
広
く
な
い
」
と
の
記
述
は

な
い
）。
⑤
三
角
地
帯
の
交
差
点
か
ら
国
道
を
南
に
進
む
と
、
林
道
を
経
て
数
分
で
「
バ
ッ
ト
の
森
」
に
至
る
。「
バ
ッ
ト
の
森
」
は
、
大

川
小
学
校
・
大
川
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
全
員
ほ
か
約
三
〇
〇
名
が
参
加
し
て
植
樹
祭
を
行
っ
た
場
所
で
あ
り
、
林
道
が
整
備
さ
れ
、
標

高
二
〇
ｍ
を
超
え
た
場
所
に
は
緩
斜
面
の
広
が
る
場
所
が
あ
る
。
⑥
大
川
小
学
校
正
門
か
ら
三
角
地
帯
を
経
て
バ
ッ
ト
の
森
の
林
道
入
口

ま
で
は
、
約
七
〇
〇
ｍ
で
あ
る
（
一
審
判
決
で
は
、「
バ
ッ
ト
の
森
」
で
植
樹
が
行
わ
れ
た
事
実
の
記
載
は
あ
る
が
、
大
川
小
学
校
か
ら
の
距
離
や
林

道
の
整
備
状
況
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
）。
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大
地
震
に
伴
う
津
波
と
学
校
に
よ
る
児
童
の
安
全
確
保
（
渡
辺
）

七
七
九

ウ　

本
件
地
震
の
発
生
と
被
災

①
本
件
地
震
が
発
生
し
た
日
、
大
川
小
学
校
に
は
、
一
〇
八
名
の
在
籍
児
童
の
う
ち
一
〇
三
名
が
在
校
し
て
い
た
。
教
職
員
の
う
ち
、

Ａ
校
長
は
休
暇
に
よ
り
不
在
で
あ
り
、
校
内
に
は
Ｂ
教
頭
以
下
一
一
名
の
教
職
員
が
勤
務
し
て
い
た
。
②
本
件
地
震
の
発
生
時
（
午
後
二

時
四
六
分
）、
校
舎
内
に
い
た
児
童
は
机
の
下
に
隠
れ
、
本
件
地
震
の
揺
れ
が
止
ん
だ
後
、
教
職
員
が
在
校
し
て
い
た
児
童
全
員
を
校
庭
に

避
難
さ
せ
た
ほ
か
、
下
校
を
始
め
て
い
た
児
童
も
校
内
に
戻
っ
た
。
児
童
の
う
ち
二
七
名
は
、
午
後
三
時
三
〇
分
頃
ま
で
に
保
護
者
等
に

引
き
取
ら
れ
た
。
③
校
庭
に
避
難
し
て
い
た
児
童
七
六
名
は
、
午
後
三
時
三
〇
分
過
ぎ
ま
で
校
庭
に
留
ま
っ
た
後
、
教
職
員
一
一
名
の
指

示
の
下
、
列
を
作
っ
て
三
角
地
帯
の
方
向
に
徒
歩
で
向
か
っ
た
が
、
そ
の
途
中
で
津
波
が
襲
来
し
、
被
災
し
た
（
一
審
判
決
は
、
Ｃ
教
諭
を

除
く
一
〇
名
が
三
角
地
帯
へ
の
避
難
を
決
め
、
誘
導
し
た
と
し
て
い
る
）。
④
生
き
残
っ
た
の
は
児
童
四
名
と
Ｃ
教
務
主
任
の
み
で
、
そ
の
余
の

児
童
七
二
名
と
教
職
員
一
〇
名
は
、
死
亡
し
た
（
こ
の
ほ
か
、
当
日
欠
席
早
退
し
て
い
た
児
童
二
名
も
、
津
波
に
よ
り
被
災
し
て
死
亡
し
た
た
め
、

死
亡
し
た
児
童
の
合
計
は
七
四
名
と
な
る
）。
⑤
大
川
小
学
校
に
は
、
午
後
三
時
三
七
分
頃
に
津
波
が
到
達
し
、
水
面
は
二
階
建
て
の
管
理
・

教
室
棟
校
舎
の
屋
根
付
近
ま
で
達
し
、
校
舎
と
体
育
館
は
水
没
し
て
全
壊
し
た
。

3　

一
審
判
決

ア　

地
震
発
生
前
に
お
け
る
教
員
の
注
意
義
務
違
反
の
有
無

小
学
校
に
お
い
て
策
定
す
る
災
害
発
生
時
用
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
類
に
つ
い
て
、
平
成
二
一
年
四
月
の
改
正
学
校
保
健
安
全
法
施
行
前
に
は

特
段
の
法
規
制
は
な
い
中
で
、
大
川
小
学
校
が
平
成
一
九
年
度
に
取
り
ま
と
め
た
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
文
部
省
「
学
校
等
の
防
災

体
制
の
充
実
に
つ
い
て
（
第
二
次
報
告
）」
に
沿
う
内
容
で
あ
っ
た
。
同
法
施
行
後
も
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
内
容
と
し
て
は
、
当
該
学
校
の
実
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情
に
応
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
個
々
の
具
体
的
内
容
が
明
ら
か
に
な
る
よ
う
な
規
範
が
示
さ
れ
て
い
る

も
の
で
は
な
い
。

ま
た
、
大
川
小
学
校
の
実
情
と
し
て
、
以
下
の
事
実
が
認
め
ら
れ
る
。
①
宮
城
県
に
大
き
な
津
波
被
害
を
も
た
ら
し
た
過
去
の
地
震
に

お
い
て
も
、
大
川
小
学
校
の
所
在
す
る
地
区
で
人
的
被
害
が
出
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
沿
岸
部
の
津
波
の
波
高
も
三
ｍ
程
度
で
あ
り
、

津
波
が
北
上
川
を
遡
上
し
て
も
堤
防
を
越
流
し
た
記
録
は
な
か
っ
た
。
③
宮
城
県
の
地
震
被
害
想
定
調
査
の
結
果
で
あ
る
平
成
一
六
年
の

報
告
書
で
は
、
連
動
型
の
宮
城
県
沖
地
震
の
発
生
を
想
定
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
大
川
小
学
校
近
く
で
は
堤
防
を
超
え
な
い
最
大
二
ｍ

の
浸
水
が
予
測
さ
れ
た
の
み
で
、
堤
防
外
の
陸
地
で
も
、
浸
水
は
大
川
小
学
校
か
ら
下
流
側
五
〇
〇
ｍ
以
上
離
れ
た
と
こ
ろ
で
最
大
一
ｍ

の
浸
水
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
と
さ
れ
て
い
た
。
④
同
報
告
書
で
は
、
大
川
小
学
校
所
在
地
は
津
波
か
ら
の
避
難
対
象
地
域
外
と
さ
れ
、
か

え
っ
て
同
小
学
校
は
、
津
波
時
の
避
難
場
所
に
指
定
さ
れ
て
い
た
。
⑤
河
北
町
や
石
巻
市
が
行
っ
て
い
た
津
波
に
関
す
る
注
意
喚
起
の
広

報
は
、
海
岸
付
近
か
ら
の
避
難
等
の
呼
び
掛
け
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
津
波
を
想
定
し
た
防
災
訓
練
も
、
海
に
面
し
た
地
区
で
実
施
さ
れ

て
い
た
に
す
ぎ
な
い
。

以
上
の
事
実
に
照
ら
す
と
、「
平
成
二
一
年
四
月
の
改
正
学
校
保
健
安
全
法
施
行
後
に
あ
っ
て
も
、
大
川
小
学
校
の
実
情
と
し
て
、
同

法
二
九
条
に
基
づ
き
作
成
す
べ
き
危
険
等
発
生
時
対
処
要
領
に
、
津
波
発
生
時
の
具
体
的
な
避
難
場
所
や
避
難
方
法
、
避
難
手
順
等
を
明

記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
ま
で
い
う
こ
と
は
で
き
ず
、
し
た
が
っ
て
、
同
法
を
根
拠
に
、
教
員
が
、
そ
の
よ
う
な
内
容
に
危
機
管

理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
改
訂
す
べ
き
注
意
義
務
が
あ
っ
た
と
も
い
え
な
い
」。

ま
た
、「
大
川
小
学
校
の
教
員
に
お
い
て
、
本
件
地
震
発
生
前
の
段
階
で
、
地
震
津
波
が
襲
来
し
て
児
童
が
被
災
す
る
危
険
が
迫
っ
て

い
る
こ
と
を
具
体
的
に
予
見
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
と
は
い
え
ず
」、
Ｘ
ら
の
主
張
は
、「
予
見
可
能
性
の
観
点
か
ら
も
、
採
用
し
得
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な
い
」。

イ　

本
件
地
震
後
の
避
難
に
関
す
る
注
意
義
務
違
反
の
有
無

石
巻
市
の
防
災
ガ
イ
ド
・
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
上
、
大
川
小
学
校
が
津
波
時
の
避
難
場
所
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
保
護
者
等
の

迎
え
に
対
応
す
る
必
要
性
、
校
庭
で
防
災
行
政
無
線
の
放
送
を
聴
く
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
、
と
い
っ
た
事
情
に
照
ら
す
と
、
本
件

地
震
の
発
生
後
、
当
面
は
大
川
小
学
校
の
校
庭
に
留
ま
り
、
ラ
ジ
オ
や
防
災
行
政
無
線
を
通
じ
て
情
報
収
集
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
、
不

相
当
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。

し
か
し
、
教
員
が
児
童
に
対
す
る
危
険
防
止
と
安
全
確
保
の
責
務
を
負
っ
て
い
る
以
上
、
収
集
さ
れ
た
情
報
や
四
囲
の
状
況
を
も
と
に
、

校
庭
で
避
難
を
継
続
す
る
こ
と
に
具
体
的
危
険
が
あ
る
と
合
理
的
に
判
断
で
き
る
場
合
に
は
、
教
員
に
は
危
険
の
予
見
義
務
が
あ
り
、
危

険
を
予
見
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
回
避
を
怠
っ
た
り
回
避
が
不
適
切
だ
っ
た
り
し
た
場
合
は
、
教
員
に
は
結
果
回
避
義
務
違
反
の
過
失
が

あ
る
。

そ
し
て
、
教
員
が
、
校
庭
へ
の
避
難
中
に
知
り
得
た
情
報
に
つ
い
て
、
以
下
の
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
①
午
後
三
時
一
四
分
、
気
象
庁

は
宮
城
県
へ
の
到
達
予
想
津
波
高
を
六
ｍ
か
ら
一
〇
ｍ
以
上
に
変
更
し
、
こ
の
こ
と
は
、
午
後
三
時
二
〇
分
〜
二
五
分
の
間
に
Ｆ
Ｍ
仙
台

で
、
ま
た
、
三
時
三
二
分
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
で
報
じ
ら
れ
た
。
②
河
北
総
合
支
所
の
広
報
車
が
、
長
面
地
区
沿
岸
の
松
林
を
津
波
が
越

え
て
き
た
こ
と
を
告
げ
な
が
ら
避
難
を
呼
び
掛
け
て
お
り
、
こ
の
広
報
車
は
、
遅
く
と
も
午
後
三
時
三
〇
分
頃
ま
で
に
は
大
川
小
学
校
の

前
を
過
ぎ
三
角
地
帯
に
至
っ
て
い
た
。
③
Ｃ
教
諭
（
教
務
主
任
）
は
こ
の
呼
び
掛
け
を
聞
き
、
Ｂ
教
頭
に
も
そ
の
旨
を
告
げ
て
い
た
。

以
上
の
事
実
に
照
ら
す
と
、「
上
記
広
報
車
は
、
遅
く
と
も
午
後
三
時
三
〇
分
頃
ま
で
に
は
、
大
川
小
学
校
の
前
を
過
ぎ
、
三
角
地
帯

に
至
っ
て
い
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
」
か
ら
、「
そ
の
時
点
で
は
、
教
員
は
、
速
や
か
に
、
か
つ
、
可
能
な
限
り
津
波
に
よ
る
被
災
を
さ
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け
る
べ
く
、
児
童
を
高
所
に
避
難
さ
せ
る
べ
き
義
務
を
負
っ
て
い
た
」。

そ
の
上
で
、
具
体
的
な
避
難
場
所
の
選
定
及
び
避
難
を
す
る
時
間
的
余
裕
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、
ま
ず
、
津
波
が
北
上
川
河
口
付
近

の
長
面
地
区
沿
岸
の
松
林
を
越
え
た
と
い
う
広
報
車
の
呼
び
掛
け
に
よ
れ
ば
、
標
高
七
ｍ
の
三
角
地
帯
は
、
避
難
場
所
と
し
て
不
適
切
で

あ
る
。
一
方
、「
裏
山
は
、
大
川
小
学
校
の
す
ぐ
南
側
に
位
置
し
、
標
高
も
高
く
、
現
に
Ｃ
教
諭
…
…
な
ど
は
、
同
所
に
避
難
し
、
難
を

逃
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
避
難
場
所
と
し
て
想
定
さ
れ
る
べ
き
場
所
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
」
い
。
そ
し
て
、
大
川
小
学
校
の
校

庭
か
ら
裏
山
の
高
所
へ
避
難
す
る
ル
ー
ト
は
三
つ
考
え
ら
れ
、児
童
が
こ
の
ル
ー
ト
を
使
っ
て
高
所
へ
避
難
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
裏
山
へ
の
避
難
に
必
要
な
時
間
的
余
裕
に
つ
い
て
み
る
と
、
遅
く
と
も
、
教
員
が
広
報
車
の
呼
び
掛
け
を
聞
い
た
午
後
三
時

三
〇
分
の
時
点
に
お
い
て
、「
速
や
か
に
避
難
を
開
始
し
た
と
す
れ
ば
、津
波
が
到
来
し
た
と
考
え
ら
れ
る
午
後
三
時
三
七
分
頃
ま
で
に
は
、

少
な
く
と
も
七
分
以
上
の
時
間
的
余
裕
が
あ
っ
た
」。

「
上
記
の
判
断
に
よ
れ
ば
、
遅
く
と
も
午
後
三
時
三
〇
分
頃
ま
で
に
は
、
教
員
は
、
津
波
が
大
川
小
学
校
に
襲
来
し
、
児
童
の
生
命
身

体
が
害
さ
れ
る
具
体
的
な
危
険
が
迫
っ
て
い
る
こ
と
を
予
見
し
た
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
Ｃ
教
諭
以
外
の
教
員
が
、
児
童
を
校
庭
か
ら
避

難
さ
せ
る
に
当
た
り
、
裏
山
で
は
な
く
、
三
角
地
帯
を
目
指
し
て
移
動
を
行
っ
た
行
為
に
は
、
結
果
を
回
避
す
べ
き
注
意
義
務
を
怠
っ
た

過
失
が
認
め
ら
れ
る
」。

4　

二
審
判
決

ア　

市
教
育
委
員
会
（
市
教
委
）
並
び
に
大
川
小
の
Ａ
校
長
、
Ｂ
教
頭
及
び
Ｃ
教
務
主
任
が
平
時
・
事
前
に
児
童
に
対
し
て
負
っ
て
い

た
安
全
保
護
義
務
に
つ
い
て
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学
校
保
健
安
全
法
二
六
条
以
下
、
と
り
わ
け
二
九
条
一
項
は
、「
学
校
に
お
い
て
、
児
童
生
徒
等
の
安
全
の
確
保
を
図
る
た
め
、
当
該

学
校
の
実
情
に
応
じ
て
、
危
険
等
発
生
時
に
お
い
て
当
該
学
校
の
職
員
が
と
る
べ
き
措
置
の
具
体
的
内
容
及
び
手
順
を
定
め
た
対
処
要
領

（
以
下
「
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
と
い
う
。）
を
作
成
す
べ
き
こ
と
を
定
め
る
」。

ま
た
、「
市
教
委
は
、
学
校
保
健
安
全
法
二
九
条
一
項
に
基
づ
き
、
大
川
小
に
対
し
、
在
籍
児
童
の
安
全
の
確
保
を
図
る
た
め
、
大
川

小
の
実
情
に
応
じ
て
、
危
険
等
発
生
時
に
お
い
て
大
川
小
の
教
職
員
が
と
る
べ
き
措
置
の
具
体
的
内
容
及
び
手
順
を
定
め
た
危
機
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
べ
き
こ
と
を
指
導
し
、
作
成
さ
れ
た
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
大
川
小
の
立
地
す
る
地
域
の
実
情
や
在
籍
児
童
の
実

態
を
踏
ま
え
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
か
を
確
認
し
、
内
容
に
不
備
が
あ
る
と
き
に
は
そ
の
是
正
を
指
示
・
指
導
す
べ
き
義
務
が
あ
っ
た
」。

そ
し
て
、
市
教
委
が
平
成
二
二
年
二
月
八
日
付
で
Ｙ1
市
立
小
中
学
校
長
宛
に
発
出
し
た
「
学
校
に
お
け
る
災
害
対
策
体
制
の
整
備
に
つ

い
て
（
依
頼
）」
が
、
本
件
想
定
地
震
（
引
用
者
注
：
実
際
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災
で
は
な
く
、
様
々
な
報
告
書
や
歴
史
的
知
見
か
ら
、
平
成
一
五

年
六
月
を
基
準
と
し
て
三
〇
年
以
内
に
九
九
％
の
確
率
で
起
こ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
た
最
大
級
の
地
震
を
意
味
す
る
）
の
発
生
に
対
す
る
万
全
の

備
え
を
指
示
し
て
い
た
こ
と
に
照
ら
す
と
、
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
は
、
平
成
二
二
年
四
月
末
の
時
点
に
お
い
て
、
Ａ
校
長
等
を

拘
束
す
る
規
範
性
を
帯
び
る
こ
と
に
な
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
。

イ　

平
時
・
事
前
の
注
意
義
務
の
懈
怠
が
あ
っ
た
か

こ
こ
で
の
津
波
の
予
見
可
能
性
と
は
、
平
時
・
事
前
の
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
の
関
係
で
問
題
と
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、「
Ａ
校

長
等
が
予
見
す
べ
き
対
象
は
、
本
件
地
震
後
に
現
に
到
来
し
た
本
件
津
波
で
は
な
く
、
本
件
想
定
地
震
に
よ
り
発
生
す
る
津
波
で
あ
る
」。

そ
れ
ま
で
の
専
門
会
議
等
に
お
け
る
検
討
結
果
に
よ
れ
ば
、
確
か
に
、
最
大
級
の
想
定
地
震
が
起
こ
っ
て
も
、
大
川
小
付
近
ま
で
津
波

は
遡
上
し
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
津
波
浸
水
域
の
予
測
は
、
相
当
に
誤
差
の
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
利
用
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し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
過
去
に
他
の
地
域
で
は
、
大
地
震
に
伴
い
堤
防
が
決
壊
し
、
遡
上
し
た
津
波
が
周
辺
地
域
に
ま
で
浸
水
を
も
た

ら
し
た
例
が
あ
り
、
大
川
小
の
立
地
に
照
ら
し
て
も
、
大
地
震
が
発
生
し
た
際
に
北
上
川
の
右
岸
堤
防
が
重
大
な
損
傷
を
受
け
る
可
能
性

の
あ
る
こ
と
や
、
大
川
小
の
敷
地
地
盤
は
液
状
化
す
る
恐
れ
が
高
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
事
情
を
考
慮
す
る
と
、「
大
川

小
が
本
件
想
定
地
震
に
よ
り
発
生
す
る
津
波
の
被
害
を
受
け
る
危
険
性
は
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
り
」、「
Ａ
校
長
等
が
そ
れ
を
予
見
す

る
こ
と
は
十
分
に
可
能
で
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
」。
実
際
に
、
平
成
二
三
年
二
月
頃
に
、
Ａ
校
長
、
Ｂ
教
頭
、
Ｃ
教
務
主
任
が
河
北
総

合
支
所
の
職
員
と
打
合
せ
を
行
っ
た
際
、
Ａ
校
長
は
、
北
上
川
右
岸
堤
防
が
津
波
に
よ
り
決
壊
す
る
こ
と
を
危
惧
す
る
発
言
を
し
て
い
る
。

な
お
、
学
校
保
健
安
全
法
が
Ａ
校
長
等
の
義
務
と
し
て
明
文
で
規
定
し
た
作
為
義
務
は
、
公
教
育
制
度
を
円
滑
に
運
営
す
る
た
め
の
根

源
的
義
務
を
明
文
化
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
Ａ
校
長
等
に
必
要
と
さ
れ
る
「
知
識
及
び
経
験
は
、
…
…
地
域
住
民
が
有
し
て
い
た
平
均

的
な
知
識
及
び
経
験
よ
り
も
遙
か
に
高
い
レ
ベ
ル
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。

一
方
、
大
川
小
の
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
中
の
「
地
震
発
生
時
の
基
本
対
応
」
は
、「
校
庭
等
」
へ
の
「
第
一
次
避
難
」
に
つ
き
明

記
し
、「
火
災
・
津
波
・
土
砂
く
ず
れ
・
ガ
ス
爆
発
等
で
校
庭
が
危
険
な
時
」
に
は
「
第
二
次
避
難
」
と
し
て
「
近
隣
の
空
き
地
・
公
園
等
」

と
記
載
し
て
い
た
。
こ
の
「
津
波
」
の
文
言
が
初
め
て
挿
入
さ
れ
た
の
は
、
平
成
一
九
年
度
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、「
近
隣
の
空
き
地
・

公
園
等
」
の
標
高
は
、
大
川
小
が
立
地
す
る
場
所
と
同
じ
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
も
更
な
る
「
第
三
次
避
難
」
に
つ
い
て

言
及
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

上
記
の
事
情
を
踏
ま
え
る
と
、
大
川
小
が
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
改
訂
し
、
適
切
な
第
三
次
避
難
場
所
を
定
め
る
こ
と
は
可
能
で
あ

り
、
大
川
小
の
あ
る
「
地
区
に
隣
接
す
る
高
台
と
し
て
最
も
有
力
な
第
三
次
避
難
場
所
は
、『
バ
ッ
ト
の
森
』
で
あ
る
と
い
え
る
」。「
大

川
小
の
正
門
か
ら
三
角
地
帯
を
通
過
し
て
『
バ
ッ
ト
の
森
』
の
林
道
入
口
ま
で
の
距
離
は
約
七
〇
〇
ｍ
で
あ
る
。
…
…
一
年
生
の
足
で
も
、
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大
川
小
の
正
門
か
ら
『
バ
ッ
ト
の
森
』
ま
で
約
二
〇
分
で
到
達
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
」（

（
（

。

ウ　

結　

論

「
Ａ
校
長
等
が
本
件
安
全
確
保
義
務
を
履
行
し
て
い
れ
ば
（
本
件
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
中
の
第
三
次
避
難
に
係
る
部
分
に
『
バ
ッ
ト
の
森
』
を

定
め
、
か
つ
避
難
経
路
及
び
避
難
方
法
に
つ
い
て
、
三
角
地
帯
経
由
で
徒
歩
で
向
か
う
と
記
載
し
て
あ
れ
ば
）、
被
災
児
童
が
本
件
津
波
に
よ
る
被
災

で
死
亡
す
る
と
い
う
本
件
結
果
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
本
件
安
全
確
保
義
務
の
懈
怠
と
本
件
結
果
と
の
間
に

因
果
関
係
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
た
が
っ
て
、
Ａ
校
長
等
は
、
本
件
安
全
確
保
義
務
を
過
失
に
よ
っ
て
懈
怠
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
国
賠
法
一
条
一
項
に
い
う
違
法
の

評
価
を
免
れ
な
い
か
ら
、
第
一
審
被
告
ら
は
、
第
一
審
原
告
ら
の
後
記
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」。

ま
た
、
市
教
委
は
、
大
川
小
の
実
情
を
確
認
し
て
、「
本
件
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
内
容
の
不
備
な
点
を
是
正
す
る
よ
う
指
導
・
助

言
す
る
機
会
も
あ
っ
た
」
し
、「
少
な
く
と
も
、
本
件
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
中
の
第
三
次
避
難
場
所
の
記
載
を
点
検
し
て
い
れ
ば
、
そ

の
不
備
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
」。

三 

検
討
課
題

─
事
前
の
備
え
と
事
後
の
対
応

─

1　

二
つ
の
判
決
の
差
異

大
川
小
学
校
訴
訟
の
一
審
判
決
と
二
審
判
決
は
、
い
ず
れ
も
Ｙ1
Ｙ2
の
過
失
を
肯
定
し
て
Ｘ
ら
の
請
求
を
認
容
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
そ
の
結
論
に
至
る
道
筋
に
は
大
き
な
差
異
が
あ
る
。
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①
ま
ず
、
大
川
小
付
近
へ
の
津
波
到
来
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
一
審
判
決
は
、
地
理
的
環
境
や
過
去
の
知
見
か
ら
、
そ
の
予
見
可
能
性

を
否
定
し
、
二
審
判
決
は
、
地
理
的
環
境
や
過
去
の
知
見
か
ら
得
ら
れ
る
予
測
に
は
誤
差
が
不
可
避
で
あ
り
、
児
童
に
対
す
る
安
全
確
保

義
務
を
負
う
校
長
ら
は
、
一
般
の
地
域
住
民
を
上
回
る
知
識
・
経
験
を
要
求
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
津
波
到
来
の
予
見
可
能
性
を
肯
定
し
て

い
る
（
た
だ
し
、
二
つ
の
判
決
に
お
い
て
、
予
見
の
対
象
と
さ
れ
た
「
津
波
」
の
意
味
が
異
な
る
）。
こ
こ
で
は
、
学
校
管
理
者
で
あ
る
校
長
ら
及

び
市
教
委
に
、
高
度
の
注
意
義
務
を
負
わ
せ
る
こ
と
の
根
拠
及
び
妥
当
性
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

②
ま
た
、
津
波
に
備
え
た
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
す
る
義
務
を
負
う
主
体
に
つ
き
、
一
審
判
決
が
単
に
「
教
員
」
と
表
現
し
て

い
る
の
に
対
し
、
二
審
判
決
は
、
学
校
に
お
け
る
管
理
責
任
者
と
し
て
の
「
校
長
」
並
び
に
職
制
上
こ
れ
を
補
佐
す
る
立
場
に
あ
る
「
教

頭
」
及
び
「
教
務
主
任
」
の
職
を
明
示
し
、
さ
ら
に
、
学
校
を
指
導
す
る
立
場
に
あ
る
「
市
教
委
」
を
加
え
て
、
こ
れ
ら
の
「
組
織
的
対

応
」
を
問
題
と
し
て
い
る
。

③
そ
の
上
で
、
一
審
判
決
は
、
大
川
小
が
置
か
れ
た
地
理
的
環
境
や
、
近
隣
に
お
け
る
過
去
の
津
波
来
襲
の
状
況
な
ど
に
照
ら
し
、
学

校
保
健
安
全
法
二
九
条
に
よ
っ
て
も
、
教
員
が
、
津
波
発
生
時
の
具
体
的
な
避
難
場
所
や
避
難
方
法
、
避
難
手
順
等
を
明
記
す
る
よ
う
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
改
訂
す
る
義
務
を
負
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
二
審
判
決
は
、
地
震
及
び
津
波
の
予
測
に
は
誤
差
が

伴
う
も
の
で
あ
り
、
過
去
の
他
地
域
に
お
け
る
経
験
を
も
踏
ま
え
る
と
、
本
件
想
定
地
震
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
大
川
小
付
近
に
津
波

が
到
来
す
る
こ
と
は
予
想
さ
れ
、
そ
れ
を
前
提
と
す
る
と
、
学
校
保
健
安
全
法
二
九
条
は
、
津
波
に
対
す
る
避
難
を
前
提
と
し
た
危
機
管

理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
よ
う
、
学
校
管
理
の
責
任
を
負
う
校
長
・
教
頭
・
教
務
主
任
に
義
務
付
け
る
と
と
も
に
、
市
教
委
が
そ
れ
を

指
導
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
た
と
判
断
し
た
。

④
一
審
判
決
は
、
地
震
発
生
前
の
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
義
務
を
否
定
し
た
の
で
、
そ
の
上
で
、
地
震
発
生
後
の
避
難
誘
導
に
視
点
を
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移
し
、
校
庭
に
避
難
し
て
い
た
教
員
ら
は
、
午
後
三
時
三
〇
分
頃
に
は
大
川
小
付
近
に
津
波
が
到
来
す
る
こ
と
を
予
見
可
能
で
あ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
裏
山
へ
避
難
す
る
と
い
う
結
果
回
避
行
動
を
怠
っ
た
と
し
て
、
Ｙ1
Ｙ2
の
過
失
を
肯
定
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、
二
審
判
決

は
、
地
震
発
生
前
に
お
け
る
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
義
務
を
肯
定
し
、「
バ
ッ
ト
の
森
」
へ
と
避
難
す
る
義
務
の
違
反
を
認
定
し
た
。

そ
の
結
果
、
二
審
判
決
は
、
地
震
発
生
後
の
義
務
違
反
に
つ
い
て
は
判
断
し
て
い
な
い
。
一
審
判
決
は
、
実
際
の
地
震
発
生
後
、
約
七
分

程
度
の
時
間
的
余
裕
し
か
な
い
中
で
の
避
難
場
所
の
選
択
と
し
て
、裏
山
を
想
定
し
た
の
に
対
し
（
午
後
三
時
三
〇
分
頃
か
ら
「
バ
ッ
ト
の
森
」

へ
避
難
す
る
こ
と
は
、
時
間
的
に
不
可
能
で
あ
る
）、
二
審
判
決
は
、
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
定
め
ら
れ
て
い
れ
ば
、
い
っ
た
ん
校
庭
へ
児
童
ら

が
避
難
し
た
後
、
津
波
到
来
前
に
「
バ
ッ
ト
の
森
」
へ
と
移
動
す
る
こ
と
は
、
可
能
で
あ
っ
た
と
判
断
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
二
つ
の
判
決
の
差
異
か
ら
、
三
つ
の
検
討
課
題
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
、
平
時
・
事
前
に
お
け
る
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
義
務
の
存
否
で
あ
る
（
右
の
①
②
③
を
参
照
）。
こ
れ
は
、
一
審
判
決
と
二

審
判
決
と
で
判
断
が
分
か
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
、
今
回
と
比
肩
す
べ
き
災
害
が
発
生
す
る
こ
と
に
備
え
て
学
校
設
置
者
が
行
っ
て

お
く
べ
き
措
置
を
決
定
づ
け
る
問
題
で
あ
る
。

次
に
、
平
時
・
事
前
の
態
勢
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
沿
っ
た
避
難
が
行
わ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
前
提
を
上
回
る
津
波

が
到
来
し
た
場
合
に
、
そ
れ
に
対
応
す
る
事
後
的
な
注
意
義
務
及
び
現
実
の
避
難
行
動
が
要
求
さ
れ
る
の
か
、
と
い
う
問
題
が
残
さ
れ
て

い
る
（
右
の
④
を
参
照
）。

さ
ら
に
、
判
決
が
適
切
な
避
難
先
と
し
て
具
体
的
な
場
所
を
特
定
し
て
示
す
こ
と
が
、
今
後
の
防
災
対
策
に
与
え
る
影
響
に
も
注
意
を

払
う
べ
き
で
あ
る
。
判
決
は
、
結
果
回
避
義
務
と
そ
の
違
反
を
認
定
す
る
際
に
、
作
為
義
務
者
に
課
さ
れ
た
義
務
と
そ
の
違
反
を
具
体
的

に
示
す
の
で
、
一
つ
の
事
例
的
判
断
の
中
に
お
い
て
も
、
今
後
の
防
災
対
策
を
策
定
す
る
た
め
の
示
唆
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
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た
め
で
あ
る
。

以
下
で
は
、
右
の
三
点
に
つ
い
て
順
次
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。

2　

平
時
・
事
前
に
お
け
る
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
義
務

こ
の
問
題
を
考
え
る
た
め
に
は
、
二
つ
の
要
素
に
着
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

第
一
に
、
学
校
設
置
者
が
そ
こ
に
在
籍
す
る
児
童
・
生
徒
ら
の
生
命
・
健
康
等
の
安
全
を
確
保
す
る
義
務
の
法
令
上
の
根
拠
を
考
え
る

必
要
が
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
き
、
二
審
判
決
は
、
以
下
の
と
お
り
説
示
す
る
。

す
な
わ
ち
、
学
校
設
置
者
は
、
学
校
教
育
法
に
基
づ
き
、
そ
の
管
理
下
に
お
い
て
、
在
学
す
る
児
童
・
生
徒
ら
の
生
命
・
身
体
等
の
安

全
を
確
保
す
る
義
務
（
安
全
確
保
義
務
）
を
負
い（

（
（

、
ま
た
、
学
校
保
健
安
全
法
が
、
学
校
は
危
険
等
発
生
時
に
お
け
る
教
職
員
の
対
処
要

領
（
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
）
を
作
成
す
る
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
（
二
九
条
一
項
）、
校
長
、
教
頭
及
び
教
務
主
任
は
、
そ
の
職
務
上
（
学

校
教
育
法
三
七
条
四
項
・
七
項
・
八
項
、
同
法
施
行
規
則
四
四
条
一
項
、
三
項
、
四
項
）、
こ
の
安
全
確
保
義
務
を
履
行
す
べ
き
立
場
に
あ
る
。
ま
た
、

教
育
委
員
会
は
、
小
学
校
の
校
長
、
教
員
及
び
児
童
の
安
全
に
関
す
る
こ
と
を
管
理
し
、
執
行
す
る
職
務
権
限
を
有
す
る
（
地
方
教
育
行

政
法
二
三
条
八
号
、
九
号
）。

一
方
、
小
学
校
の
場
合
、
保
護
者
に
は
児
童
に
普
通
教
育
を
受
け
さ
せ
る
義
務
が
あ
り
、
学
区
の
指
定
に
よ
り
大
川
小
以
外
の
小
学
校

に
児
童
を
通
わ
せ
る
選
択
肢
が
な
か
っ
た
こ
と
等
に
照
ら
し
て
も
、
学
校
保
健
安
全
法
に
定
め
る
安
全
確
保
義
務
は
、
公
教
育
制
度
を
円

滑
に
運
営
す
る
た
め
の
根
源
的
義
務
を
明
文
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
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以
上
に
よ
り
、
大
川
小
の
Ａ
校
長
、
Ｂ
教
頭
及
び
Ｃ
教
務
主
任
並
び
に
市
教
委
は
、「
組
織
と
し
て
」、
学
校
教
育
法
及
び
学
校
保
健
安

全
法
（
特
に
二
六
条
以
下
）
に
基
づ
き
、
大
川
小
に
在
籍
す
る
児
童
の
生
命
・
身
体
等
の
安
全
を
確
保
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
た
と
解
さ
れ

る
。
そ
し
て
、
学
校
保
健
安
全
法
二
九
条
一
項
に
定
め
る
「
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
策
定
と
い
う
作
為
義
務
は
、
大
川
小
に
お
け
る
在

籍
児
童
の
在
学
関
係
成
立
の
前
提
と
な
る
中
心
的
義
務
で
あ
る
。

第
二
に
、
こ
う
し
た
安
全
確
保
義
務
を
前
提
と
し
て
も
、
大
川
小
の
校
長
、
教
頭
及
び
教
務
主
任
並
び
に
市
教
委
が
、
大
地
震
に
伴
い

大
川
小
に
津
波
が
到
来
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
内
容
を
備
え
た
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
か
が
問
わ
れ

る
。二

審
判
決
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
い
う
津
波
と
は
、
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
実
際
に
到
来
し
た
規
模
・
高
さ
の
津
波
で
は
な
い
。
適
切
な
危
機
管

理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
そ
れ
を
関
係
教
職
員
ら
に
周
知
し
、
そ
れ
に
沿
っ
て
避
難
訓
練
等
を
実
施
す
る
た
め
の
津
波
の
予
測
で
あ
る

か
ら
、
様
々
な
報
告
書
等
の
内
容
及
び
大
川
小
が
置
か
れ
た
地
理
的
状
況
や
歴
史
上
得
ら
れ
る
知
見
等
を
総
合
的
に
考
慮
し
て
予
測
す
べ

き
津
波
の
程
度
が
基
準
と
な
る
。
そ
し
て
、
右
に
示
し
た
安
全
確
保
義
務
の
根
源
性
に
照
ら
し
、
校
長
ら
が
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策

定
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
知
識
及
び
経
験
は
、
地
域
住
民
が
有
し
て
い
た
平
均
的
な
知
識
及
び
経
験
よ
り
も
遥
か
に
高
い
レ
ベ
ル
の

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
校
長
等
及
び
市
教
委
の
「
組
織
と
し
て
の
」
義
務
措
定
、
緊
急
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
際
の
前
提
と
す
べ
き
地
震

及
び
津
波
の
程
度
、
そ
れ
を
予
測
す
る
に
当
た
り
校
長
ら
に
課
さ
れ
る
高
度
の
注
意
義
務
は
、
法
令
及
び
大
川
小
の
立
地
や
当
該
地
域
の

歴
史
的
経
験
、
地
震
及
び
津
波
に
関
す
る
諸
々
の
報
告
書
等
か
ら
導
か
れ
る
と
評
価
す
べ
き
も
の
で
あ
る（

（
（

。
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平
時
・
事
前
の
義
務
が
尽
く
さ
れ
て
い
た
場
合
に
お
け
る
事
後
の
予
見
・
結
果
回
避
義
務

具
体
的
な
例
を
示
す
な
ら
ば
、
あ
ら
か
じ
め
想
定
地
震
に
基
づ
き
適
切
な
避
難
場
所
を
定
め
、
地
震
発
生
後
、
そ
の
場
所
へ
避
難
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
前
提
を
超
え
る
津
波
が
到
来
し
、
か
つ
、
そ
の
よ
う
な
津
波
到
来
の
可
能
性
が
、
地
震
後

に
ラ
ジ
オ
や
広
報
車
に
よ
り
報
じ
ら
れ
て
い
た
場
合
に
、
学
校
側
は
、
更
な
る
避
難
行
動
を
す
る
義
務
を
負
う
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
そ
の
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
結
局
、
適
切
で
な
か
っ
た
と
評
価
す
る
こ
と
及
び
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
が

不
備
だ
っ
た
場
合
と
同
じ
事
後
的
予
見
・
結
果
回
避
義
務
を
学
校
設
置
者
に
課
す
こ
と
は
、
い
ず
れ
も
正
当
で
は
な
い
。

ま
ず
、
前
者
は
、
学
校
設
置
者
及
び
市
教
委
に
結
果
責
任
を
負
担
さ
せ
る
に
等
し
く
、
こ
れ
が
妥
当
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

一
方
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
慎
重
な
検
討
を
要
す
る
。
学
校
設
置
者
の
負
う
安
全
確
保
義
務
が
学
校
教
育
法
及
び
学
校
保
健
安
全
法
か

ら
導
か
れ
る
根
源
的
義
務
で
あ
る
と
い
う
理
解
を
前
提
と
す
れ
ば
、
こ
の
義
務
が
、
平
時
・
事
前
に
お
け
る
防
災
・
避
難
体
制
の
整
備
と
、

実
際
の
災
害
発
生
時
に
お
け
る
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従
っ
た
避
難
誘
導
に
よ
り
尽
く
さ
れ
、
災
害
の
発
生
後
に
お
い
て
、
何
ら
安
全

確
保
義
務
を
負
わ
な
い
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
災
害
の
発
生
後
に
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
た
避
難
を
完
了
し
た
後
で
あ
っ

て
も
、
児
童
の
生
命
・
身
体
に
現
実
の
危
険
が
迫
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
そ
の
場
で
更
な
る
避
難
行
動
を
採

る
こ
と
が
実
際
に
可
能
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
そ
の
避
難
行
動
を
放
棄
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い（

（
（

。

し
か
し
、
こ
こ
で
問
題
と
さ
れ
る
の
は
、
あ
く
ま
で
も
適
切
な
平
時
・
事
前
に
お
け
る
防
災
・
避
難
体
制
に
従
っ
て
実
際
に
避
難
が
行

わ
れ
て
い
た
場
合
で
あ
り
、
ま
た
、
更
な
る
避
難
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
な
現
場
の
混
乱
、
情
報
の
不
足
、
時
間
の
切
迫
な
ど
の
状
況
下
で

の
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
結
果
回
避
行
動
が
採
れ
た
は
ず
だ
と
の
評
価
を
安
易
に
行
う
こ
と
も
、
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。
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こ
こ
で
結
果
回
避
行
動
を
採
る
前
提
と
な
る
事
態
の
「
予
見
可
能
性
」
は
、「
平
時
・
事
前
」
か
ら
「
事
後
」
の
も
の
に
切
り
替
わ
る
。

ま
た
、
事
後
の
情
報
収
集
に
よ
り
更
な
る
危
険
を
予
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
避
難
し
て
い
る
人
の
属
性
・
人
数
、
現
場
の
状

況
、
時
間
的
余
裕
な
ど
に
よ
り
、
避
難
行
動
を
採
る
こ
と
が
不
可
能

─
更
な
る
避
難
の
た
め
に
動
く
こ
と
が
か
え
っ
て
危
険
を
増
大
さ

せ
る

─
と
い
う
こ
と
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
場
合
に
は
、
結
果
回
避
義
務
の
前
提
と
し
て

の
予
見
可
能
性
は
な
か
っ
た
か
、
予
見
は
可
能
で
あ
っ
た
が
結
果
回
避
行
動
を
と
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
、
と
い
う
判
断
を
す
る
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
と
考
え
ら
れ
る（

（
（

。
平
時
・
事
前
の
体
制
整
備
と
、
そ
れ
に
沿
っ
た
避
難
行
動
が
適
切
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の

前
提
を
超
え
る
津
波
が
到
来
し
た
場
合
に
お
い
て
、
学
校
等
に
更
な
る
避
難
行
動
を
採
る
義
務
が
課
さ
れ
る
ケ
ー
ス
は
、
極
め
て
稀
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
、
損
害
賠
償
と
い
う
か
た
ち
で
被
害
者
側
の
救
済
を
図
る
余
地
を
狭
め
る
も
の
と
解
す
る
べ
き

で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
事
前
・
平
時
の
防
災
・
避
難
体
制
の
適
切
な
構
築
と
、
そ
れ
に
沿
っ
た
避
難
訓
練
の
実
施
を
適
切
に
行
う
こ
と
へ

の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
高
め
る
と
い
う
防
災
的
観
点
を
持
つ
必
要
が
あ
る
。

4　

適
切
な
避
難
場
所
の
選
定

右
に
み
た
と
お
り
、
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
お
い
て
適
切
な
避
難
場
所
を
選
定
し
て
お
く
こ
と
は
、
被
害
を
生
じ
さ
せ
な
い
た
め
の

最
重
要
課
題
で
あ
る
。
大
川
小
学
校
訴
訟
の
一
審
判
決
は
、
裏
山
へ
避
難
す
る
こ
と
を
適
切
な
結
果
回
避
行
動
で
あ
る
と
述
べ
た
が
、
こ

れ
は
、
現
実
の
地
震
発
生
後
に
お
け
る
判
断
で
あ
る
（
そ
も
そ
も
、
一
審
判
決
は
、
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
義
務
を
否
定
し
て
い
る
）（

（
（

。

一
方
、
二
審
判
決
は
、
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
お
い
て
定
め
て
お
く
べ
き
で
あ
っ
た
適
切
な
避
難
場
所
と
し
て
「
バ
ッ
ト
の
森
」
を
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明
示
し
て
お
り
、
そ
の
理
由
を
以
下
の
と
お
り
詳
細
に
述
べ
て
い
る
。

「
バ
ッ
ト
の
森
」
は
、
標
高
二
〇
ｍ
を
越
え
、
緩
や
か
な
斜
面
の
広
が
る
場
所
で
あ
り
、
大
川
小
の
正
門
か
ら
国
道
を
七
〇
〇
ｍ
進
ん

だ
と
こ
ろ
か
ら
車
で
も
登
坂
で
き
る
林
道
を
通
っ
て
一
年
生
で
も
約
二
〇
分
で
到
達
す
る
土
地
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
大
川
小
の
児
童
全

員
の
ほ
か
中
学
生
、
保
護
者
ら
及
び
森
林
関
係
者
約
三
〇
〇
名
が
参
加
し
て
植
樹
祭
を
行
っ
た
経
緯
も
あ
り
、
大
川
小
の
児
童
に
と
っ
て

も
周
知
の
場
所
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
区
の
住
民
に
と
っ
て
「
バ
ッ
ト
の
森
」
を
避
難
場
所
と
す
る
認
識
は
乏
し
か
っ
た
と
し
て
も
、
校
長

等
が
「
バ
ッ
ト
の
森
」
を
第
三
次
避
難
場
所
と
す
る
こ
と
が
適
当
と
い
う
判
断
に
至
れ
ば
、
地
域
住
民
と
協
議
し
、
大
川
小
の
避
難
方
針

を
説
得
す
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
時
間
も
あ
っ
た
。

ま
た
、「
バ
ッ
ト
の
森
」
に
は
児
童
ら
の
避
難
に
必
要
な
建
物
、
設
備
、
備
品
等
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、「
雨
風
を
凌
い
だ
り
、
水
や

非
常
食
等
を
保
管
で
き
る
プ
レ
ハ
ブ
小
屋
の
設
置
、
夜
間
照
明
、
情
報
機
器
及
び
避
難
場
所
表
示
の
設
置
等
を
第
一
審
被
告
市
（
市
教
委
）

に
対
し
て
申
し
出
る
等
の
措
置
を
取
る
べ
き
義
務
が
あ
り
、
そ
の
措
置
を
と
る
た
め
の
時
間
は
十
分
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」。

二
審
判
決
は
、
右
の
よ
う
に
第
三
次
避
難
場
所
と
し
て
の
「
バ
ッ
ト
の
森
」
の
適
切
さ
を
説
い
た
上
で
、「
本
件
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
中
の
第
三
次
避
難
に
係
る
部
分
に
、
第
三
次
避
難
場
所
と
し
て
『
バ
ッ
ト
の
森
』
を
定
め
、
か
つ
避
難
経
路
及
び
避
難
方
法
に
つ
い
て
、

三
角
地
帯
経
由
で
徒
歩
で
向
か
う
と
記
載
し
て
あ
れ
ば
、
Ｂ
教
頭
が
本
件
広
報
①
（
引
用
者
注
・
午
後
二
時
五
二
分
に
防
災
行
政
無
線
が
宮
城

県
沿
岸
部
に
大
津
波
警
報
が
発
令
中
で
あ
る
旨
を
呼
び
掛
け
た
も
の
を
指
す
）
を
認
識
し
た
午
後
二
時
五
二
分
の
直
後
に
『
バ
ッ
ト
の
森
』
へ
の

三
次
避
難
を
開
始
す
る
こ
と
に
よ
り
、
午
後
三
時
三
〇
分
ま
で
に
は
十
分
標
高
二
〇
ｍ
を
超
え
る
『
バ
ッ
ト
の
森
』
に
到
達
す
る
こ
と
が

で
き
、
本
件
津
波
に
よ
る
被
災
を
回
避
で
き
た
は
ず
で
あ
る
」
と
し
て
、
Ｙ1
Ｙ2
の
結
果
回
避
義
務
違
反
を
認
定
し
た
。

二
審
判
決
が
、
適
切
な
具
体
的
避
難
場
所
と
し
て
「
バ
ッ
ト
の
森
」
を
挙
げ
、
こ
こ
を
避
難
場
所
と
し
て
整
備
し
て
お
く
べ
き
で
あ
っ
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た
と
説
く
と
こ
ろ
か
ら
は
、
得
ら
れ
る
示
唆
が
多
い
。
と
り
わ
け
、
注
目
さ
れ
る
べ
き
は
、
そ
こ
で
必
要
で
あ
る
と
説
示
さ
れ
た
プ
レ
ハ

ブ
建
物
の
設
置
、
水
や
食
料
の
備
蓄
、
夜
間
照
明
、
避
難
場
所
表
示
の
設
置
等
は
、
学
校
教
員
個
々
の
判
断
と
行
動
に
よ
り
成
し
得
る
も

の
で
は
な
く
、
自
治
体
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
べ
き
防
災
体
制
の
整
備
・
構
築
で
あ
り
、
学
校
の
管
理
者
及
び
市
教
委
が
、「
組
織
と
し
て
」

取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ
っ
た
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
る
。

ま
た
、
二
審
判
決
が
具
体
的
な
避
難
場
所
と
し
て
「
バ
ッ
ト
の
森
」
を
明
示
し
た
こ
と
に
加
え
て
、
平
時
に
お
け
る
そ
の
整
備
に
ま
で

踏
み
込
ん
だ
こ
と
が
持
つ
意
味
も
大
き
い
。
歴
史
上
た
び
た
び
大
津
波
の
被
害
を
受
け
て
き
た
三
陸
沿
岸
地
域
で
は
、津
波
に
備
え
た「
避

難
道
路
」
や
「
避
難
階
段
」
の
整
備
と
、
そ
の
経
路
を
使
っ
た
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。
大
川
小
学
校
訴
訟

に
お
い
て
も
、
同
小
学
校
正
門
か
ら
国
道
及
び
林
道
を
経
て
「
バ
ッ
ト
の
森
」
に
至
る
経
路
（
特
に
林
道
）
は
、
避
難
道
路
と
し
て
機
能

す
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
二
審
判
決
の
説
示
を
敷
衍
す
れ
ば
、
安
全
な
避
難
場
所
に
至
る
経
路
が
整
備
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を

し
て
お
く
べ
き
だ
、
と
い
う
こ
と
に
な
る（

（1
（

。
実
際
に
、
高
台
や
盛
土
上
を
走
る
自
動
車
専
用
道
路
は
、
津
波
発
生
時
の
安
全
な
避
難
場
所

と
な
る
が
、
人
の
足
で
そ
こ
ま
で
短
時
間
で
達
す
る
た
め
の
通
路
や
階
段
の
整
備
は
、
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
従
前
か
ら
こ
う
し
た
避
難

道
路
・
避
難
階
段
が
あ
っ
て
東
日
本
大
震
災
の
際
に
機
能
し
た
地
域
も
あ
り
、
ま
た
、
同
震
災
後
に
改
め
て
整
備
を
進
め
た
と
こ
ろ
も
あ

る
（
（1
（

。こ
の
避
難
経
路
の
整
備
と
い
う
問
題
も
、
平
時
・
事
前
に
お
け
る
行
政
の
取
り
組
み
に
属
す
る
。
学
校
や
教
育
委
員
会
は
、
こ
う
し
た

取
り
組
み
に
対
し
、
児
童
・
生
徒
の
在
籍
や
通
学
の
状
況
、
学
校
の
置
か
れ
た
地
理
的
環
境
な
ど
、
適
切
な
避
難
場
所
の
確
保
と
そ
こ
に

至
る
経
路
の
整
備
を
進
め
る
た
め
に
必
要
な
情
報
の
発
信
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
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四 

む
す
び
に
代
え
て

大
川
小
学
校
訴
訟
か
ら
得
ら
れ
る
教
訓
と
し
て
、
今
後
の
防
災
と
い
う
観
点
か
ら
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
特
徴
は
、
小
学
校
及
び
市

教
委
の
組
織
的
過
失
を
問
題
と
し
た
こ
と
、
地
震
発
生
後
の
現
場
対
応
よ
り
も
平
時
・
事
前
の
防
災
体
制
の
構
築
を
重
視
し
た
こ
と
及
び

本
件
で
採
る
べ
き
で
あ
っ
た
措
置
を
極
め
て
具
体
的
に
指
摘
し
て
い
る
こ
と
、
で
あ
る
。
こ
う
し
た
特
徴
は
、
最
終
的
に
は
、
大
地
震
に

伴
う
津
波
か
ら
児
童
の
生
命
を
守
る
た
め
に
は
、
小
学
校
、
具
体
的
に
は
学
校
の
管
理
・
運
営
に
当
た
る
法
令
上
の
責
任
を
負
う
校
長
、

教
頭
及
び
教
務
主
任
と
い
う
職
に
あ
る
者
並
び
に
小
学
校
を
指
導
監
督
す
る
立
場
に
あ
る
市
教
委
が
、
組
織
と
し
て
平
時
・
事
前
の
防
災

体
制
を
構
築
し
、
そ
こ
で
採
用
さ
れ
る
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
お
い
て
は
、
非
常
時
に
お
け
る
避
難
場
所
及
び
避
難
経
路
が
具
体
的
に

定
め
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
帰
結
に
収
斂
す
る
。

大
地
震
に
伴
う
津
波
へ
の
対
応
は
、
高
所
へ
の
避
難
以
外
に
な
い
。
そ
し
て
、
実
際
に
地
震
が
起
こ
っ
て
か
ら
避
難
場
所
と
避
難
経
路

を
考
え
る
こ
と
は
あ
り
得
ず
、
児
童
に
対
す
る
安
全
確
保
義
務
を
課
さ
れ
た
学
校
設
置
者
は
、
事
前
に
、
組
織
的
に
、
具
体
的
な
対
応
を

定
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
大
川
小
学
校
訴
訟
の
二
審
判
決
は
、
組
織
的
事
前
対
応
の
重
要
性
を
説
い
た
も

の
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
、
今
後
の
防
災
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
は
、
地
震
発
生
後
の
幼
稚
園
の
事
後
対
応
の
不
備
を
認
め
た
「
日
和
幼
稚
園
訴
訟
」（
注
2
の
①
を
参
照
）
に
つ
き
、

仙
台
高
裁
で
和
解
が
成
立
し
た
際
に
、
幼
稚
園
側
の
防
災
体
制
の
不
備
を
認
め
る
条
項
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
が
、
改
め
て
想
起
さ
れ
る
。

そ
れ
は
、「
幼
稚
園
側
は
、
…
…
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
充
実
と
周
知
徹
底
、
避
難
訓
練
の
実
施
や
職
員
の
防
災
意
識
の
向
上
な
ど
、
日
ご

ろ
か
ら
の
防
災
体
制
の
構
築
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
と
、（
日
和
幼
稚
園
で
は
）
津
波
に
対
す
る
防
災
体
制
が
十
分
で
な
か
っ
た
こ
と
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伴
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波
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を
認
め
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た（

（1
（

。

日
和
幼
稚
園
訴
訟
の
一
審
判
決
は
、
一
連
の
津
波
訴
訟
の
中
で
、
最
初
に
学
校
等
の
責
任
を
肯
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
仙
台
高
裁
に
お

け
る
和
解
も
、
幼
稚
園
側
が
法
的
責
任
を
負
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
大
川
小
訴
訟
の
二
審
判
決
が
注

ぐ
視
線
も
、
日
和
幼
稚
園
訴
訟
の
和
解
内
容
と
同
じ
と
こ
ろ
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。

（
1
）
同
日
の
午
後
二
時
四
六
分
に
、
北
緯
三
八
度
〇
六
・
二
分 

東
経
一
四
二
度
五
一
・
六
分
、
深
さ
二
四
㎞
を
震
源
位
置
と
し
て
発
生
し
た
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
九
・
〇
の
地
震
は
、「
平
成
二
三
年
（
二
〇
一
一
年
）
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
」
と
命
名
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
地
震
及
び
そ
の
後
の
余

震
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
た
災
害
が
甚
大
で
あ
り
、
か
つ
、
広
範
に
及
ぶ
こ
と
か
ら
、
同
年
四
月
一
日
の
閣
議
に
お
い
て
、
こ
の
災
害
（
原
子
力

発
電
所
の
事
故
に
よ
る
災
害
を
含
む
）
を
「
東
日
本
大
震
災
」
と
称
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

（
2
）
津
波
訴
訟
の
う
ち
、
学
校
等
の
責
任
が
問
題
と
さ
れ
、
判
決
が
出
さ
れ
た
事
例
は
、
大
川
小
学
校
訴
訟
の
ほ
か
に
、
①
日
和
幼
稚
園
訴
訟
（
宮

城
県
石
巻
市
）、
②
山
元
町
保
育
所
訴
訟
（
宮
城
県
山
元
町
）、
③
野
蒜
小
学
校
訴
訟
（
宮
城
県
東
松
島
市
）
の
三
件
が
あ
る
（
カ
ッ
コ
内
は
、
学

校
等
が
所
在
す
る
自
治
体
）。

　
　
　

①
に
つ
い
て
は
、仙
台
地
判
平
成
二
五
年
九
月
一
七
日（
判
例
時
報
二
二
〇
四
号
五
七
頁
）が
幼
稚
園
を
設
置
す
る
法
人
の
責
任
を
肯
定
し
た（
法

人
側
か
ら
控
訴
さ
れ
た
が
、
平
成
二
六
年
一
二
月
三
日
に
仙
台
高
等
裁
判
所
で
法
人
側
の
責
任
を
認
め
た
上
で
の
和
解
が
成
立
し
て
い
る
）。

　
　
　

②
に
お
い
て
は
、
保
育
所
設
置
者
が
地
方
自
治
体
（
山
元
町
）
で
あ
っ
た
が
、
仙
台
地
判
平
成
二
六
年
三
月
二
六
日
（
判
例
時
報
二
二
二
三
号

六
〇
頁
）
は
、
保
育
所
設
置
者
の
責
任
を
否
定
し
た
。
原
告
ら
（
二
家
族
）
か
ら
控
訴
さ
れ
た
が
、
そ
の
う
ち
一
家
族
と
山
元
町
と
の
間
で
は
、

平
成
二
六
年
一
二
月
二
四
日
に
仙
台
高
等
裁
判
所
で
和
解
が
成
立
し
て
い
る
。
も
う
一
家
族
と
の
関
係
で
は
、
仙
台
高
判
平
成
二
七
年
三
月
二
〇

日
（
判
例
時
報
二
二
五
六
号
三
〇
頁
）
が
控
訴
を
棄
却
し
た
。

　
　
　

③
に
お
い
て
は
、
在
籍
し
た
児
童
の
被
災
に
つ
き
、
一
審
（
仙
台
地
判
平
成
二
八
年
三
月
二
四
日
判
例
時
報
二
三
二
一
号
六
五
頁
）、
二
審
（
仙

台
高
判
平
成
二
九
年
四
月
二
七
日
判
例
地
方
自
治
四
三
一
号
四
三
頁
）
と
も
に
、
学
校
設
置
者
た
る
市
の
責
任
を
肯
定
し
た
。
最
高
裁
も
、
市
に

よ
る
上
告
を
棄
却
し
て
い
る
（
最
決
平
成
三
〇
年
五
月
三
〇
日
）。



七
九
六

（
3
）
学
校
等
以
外
の
場
に
お
け
る
津
波
訴
訟
に
つ
い
て
、
概
要
を
整
理
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
カ
ッ
コ
内
は
、
事
件
の
あ
っ
た
場
所
）。

　
　
　

常
磐
山
元
自
動
車
学
校
訴
訟
（
宮
城
県
山
元
町
）
は
、
東
日
本
大
震
災
の
発
生
時
に
自
動
車
学
校
の
構
内
に
い
た
教
習
生
ら
が
、
自
動
車
学
校

側
の
避
難
誘
導
の
不
適
切
に
よ
り
被
災
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
遺
族
が
訴
え
を
提
起
し
た
も
の
で
あ
る
。
仙
台
地
判
平
成
二
七
年
一
月
一
三

日
（
判
例
時
報
二
二
六
五
号
六
九
頁
）
は
、
自
動
車
学
校
側
の
責
任
を
肯
定
し
た
。
自
動
車
学
校
側
か
ら
控
訴
さ
れ
た
が
、
平
成
二
八
年
五
月
二

五
日
に
仙
台
高
裁
で
和
解
が
成
立
し
た
（
自
動
車
学
校
側
か
ら
の
和
解
金
の
支
払
及
び
謝
罪
を
内
容
と
す
る
）。
な
お
、
こ
の
事
件
で
は
、
教
習

生
二
五
名
の
ほ
か
、
自
動
車
学
校
の
従
業
員
一
名
の
遺
族
も
原
告
に
加
わ
っ
て
お
り
、
右
の
和
解
と
は
別
途
に
和
解
協
議
が
続
け
ら
れ
た
模
様
で

あ
る
が
、
筆
者
は
、
そ
の
後
の
報
に
接
し
て
い
な
い
。

　
　
　

そ
の
ほ
か
、
企
業
や
団
体
の
職
場
で
勤
務
中
だ
っ
た
従
業
員
・
職
員
が
被
災
し
、
そ
の
遺
族
が
企
業
ま
た
は
団
体
の
責
任
を
問
う
た
事
例
が
二

件
あ
る
。
七
十
七
銀
行
女
川
支
店
訴
訟
（
宮
城
県
女
川
町
）
で
は
、
一
審
（
仙
台
地
判
平
成
二
六
年
二
月
二
五
日
判
例
時
報
二
二
一
七
号
七
四
頁
）

及
び
二
審
（
仙
台
高
判
平
成
二
七
年
四
月
二
二
日
判
例
時
報
二
二
五
八
号
六
八
頁
）
は
、
い
ず
れ
も
被
告
の
責
任
を
否
定
し
、
最
高
裁
も
、
上
告

を
棄
却
・
上
告
受
理
申
立
て
不
受
理
と
し
た
（
最
決
平
成
二
八
年
二
月
一
七
日T

K
C 25542200

）。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
新
岩
手
訴
訟
（
岩
手
県
山
田
町
）

に
お
い
て
は
、
一
審
（
盛
岡
地
判
平
成
二
七
年
二
月
二
〇
日T

K
C 25505864

）
及
び
二
審
（
仙
台
高
判
平
成
二
八
年
二
月
二
六
日T

K
C 

25542313

）
は
、
い
ず
れ
も
原
告
の
請
求
を
棄
却
し
、
最
高
裁
も
上
告
受
理
申
立
て
不
受
理
と
し
た
（
最
決
平
成
二
八
年
七
月
一
三
日T

K
C 

25543726

）。

　
　
　

さ
ら
に
、
地
域
住
民
に
対
す
る
自
治
体
の
避
難
態
勢
の
構
築
及
び
避
難
誘
導
が
問
わ
れ
た
も
の
と
し
て
、
鵜
住
居
訴
訟
（
岩
手
県
釜
石
市
）
が

あ
る
。
盛
岡
地
判
平
成
二
九
年
四
月
二
一
日
（
判
例
地
方
自
治
四
三
一
号
四
三
頁
）
は
、
市
の
責
任
を
否
定
し
た
。
被
害
者
の
う
ち
一
名
の
家
族

か
ら
控
訴
さ
れ
、
仙
台
高
裁
で
は
、
平
成
三
〇
年
七
月
三
日
に
市
が
和
解
金
約
四
九
万
円
を
支
払
う
こ
と
な
ど
を
内
容
と
す
る
和
解
が
成
立
し
て

い
る
（https://r.nikkei.com

/article/D
GX

M
ZO

32553520T
00C18A

7CR8000?s=3

）。
ま
た
、
気
象
庁
が
発
し
た
大
津
波
警
報
の
津
波
の

高
さ
予
測
が
過
少
だ
っ
た
た
め
に
、
家
族
が
高
台
に
避
難
で
き
ず
死
亡
し
た
と
し
て
、
そ
の
遺
族
が
国
と
市
に
損
害
賠
償
を
求
め
た
も
の
が
あ
る

（
岩
手
県
陸
前
高
田
市
）（
津
波
予
測
過
少
訴
訟
）。
盛
岡
地
判
平
成
二
七
年
二
月
二
〇
日
（
判
例
時
報
二
二
六
八
号
九
一
頁
）
及
び
仙
台
高
判
平

成
二
八
年
四
月
一
五
日 T

K
C 25542777

）
は
、
い
ず
れ
も
請
求
を
退
け
、
最
高
裁
も
上
告
を
棄
却
し
た
（
最
決
平
成
二
九
年
四
月
二
六
日 T

K
C 

25545896

）。

　
　
　

右
に
掲
げ
た
ほ
か
に
も
、
訴
え
が
提
起
さ
れ
、
和
解
に
終
わ
っ
た
事
例
が
幾
つ
か
あ
る
。
そ
の
中
に
も
、
将
来
の
津
波
に
備
え
た
防
災
態
勢
の
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整
備
及
び
大
地
震
発
生
時
の
避
難
誘
導
の
あ
り
方
に
つ
い
て
貴
重
な
教
訓
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
公
に
さ
れ
て
い
る

資
料
か
ら
内
容
を
知
り
得
る
も
の
に
限
っ
て
言
及
す
る
に
と
ど
め
ざ
る
を
得
な
い
。

　
　
　

な
お
、
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
一
連
の
津
波
訴
訟
は
、
宮
城
県
名
取
市
閖
上
地
区
に
お
い
て
、
市
の
防
災
無
線
が
故
障
し
て
い
た
た
め
に
避
難

で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
死
亡
し
た
住
民
の
遺
族
が
市
に
対
し
て
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
「
閖
上
訴
訟
」（
一
審
判
決
は
、
仙
台
地

判
平
成
三
〇
年
三
月
三
〇
日
判
例
時
報
二
三
九
六
号
三
二
頁
）
が
仙
台
高
裁
で
和
解
に
よ
り
終
了
し
た
こ
と
に
よ
り
（
令
和
二
年
三
月
一
二
日
）、

す
べ
て
終
結
し
た
。
和
解
金
の
支
払
は
な
く
、
①
市
が
遺
族
に
機
器
の
故
障
で
避
難
指
示
な
ど
を
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
へ
の
遺
憾
の
意
を
示

す
、
②
職
員
の
防
災
意
識
向
上
を
図
り
、
避
難
訓
練
な
ど
の
施
策
を
講
じ
る
、
③
震
災
の
記
憶
と
教
訓
を
風
化
さ
せ
な
い
よ
う
、
四
月
開
館
予
定

の
市
震
災
復
興
伝
承
館
で
第
三
者
検
証
委
員
会
の
報
告
書
を
展
示
す
る
、
な
ど
が
内
容
と
さ
れ
て
い
る
（https://w

w
w

.kahoku.co.jp/tohoku
new

s/202003/20200313_13001.htm
l

）。

（
4
）
こ
こ
に
い
う
「
バ
ッ
ト
の
森
」
は
、
二
〇
〇
五
年
に
プ
ロ
野
球
球
団
「
東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
」
が
宮
城
県
に
誕
生
し
た
こ
と
を

記
念
し
て
、
バ
ッ
ト
の
原
木
で
あ
る
「
ア
オ
ダ
モ
」
な
ど
の
植
樹
を
県
内
各
地
で
行
う
活
動
で
あ
る
「
み
や
ぎ
バ
ッ
ト
の
森
」
の
一
つ
で
あ
る
。

大
川
小
近
く
の
「
バ
ッ
ト
の
森
」
で
は
、
二
〇
〇
七
年
一
一
月
に
植
樹
祭
が
行
わ
れ
て
い
る
（https://w

w
w

.pref.m
iyagi.jp/soshiki/

sizenhogo/bat-battonom
ori.htm

l

）。

（
5
）
前
掲
注（
2
）
の
野
蒜
小
学
校
訴
訟
二
審
判
決
（
仙
台
高
判
平
成
二
九
年
四
月
二
七
日
）
が
、
こ
の
こ
と
を
具
体
的
に
指
摘
し
、
大
川
小
学
校

訴
訟
の
二
審
判
決
も
、
こ
れ
に
沿
っ
た
説
示
を
行
っ
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
野
蒜
小
学
校
訴
訟
二
審
判
決
は
、「
学
校
教
育
法
は
、
児

童
の
保
護
者
に
対
し
て
小
学
校
に
就
学
さ
せ
る
義
務
を
課
し
て
お
り
（
同
法
一
七
条
一
項
）、
反
面
、
校
長
そ
の
他
の
教
職
員
は
、
義
務
教
育
に

係
る
学
校
生
活
に
お
い
て
、
保
護
者
に
代
わ
っ
て
児
童
の
保
護
監
督
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
。
児
童
は
、
心
身
の
発
達
が
不
十
分
で
、
災
害
等
か

ら
自
己
の
身
を
守
る
能
力
も
未
熟
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
生
命
、
身
体
の
安
全
を
保
護
す
る
こ
と
は
、
小
学
校
設
置
者
の
義
務
で
あ
り
、
同
法
三
七

条
四
号
に
よ
り
、
校
務
を
つ
か
さ
ど
り
、
所
属
職
員
を
監
督
す
る
職
務
を
担
う
校
長
に
お
い
て
は
、
児
童
の
生
命
、
身
体
の
安
全
を
確
保
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
職
務
上
の
義
務
を
負
っ
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
と
判
示
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
学
校
管
理
下
の
被
災
と
い
う
特
性
へ
の
注

意
を
促
す
も
の
と
し
て
、米
村
滋
人
「
小
学
校
生
徒
の
津
波
被
害
か
ら
の
避
難
に
際
し
て
の
学
校
設
置
者
の
責
任
」
私
法
判
例
リ
マ
ー
ク
ス
59
（
二

〇
一
九
〈
下
〉）
五
八
頁
、
同
「
教
育
機
関
の
安
全
確
保
義
務
」
消
費
者
法
判
例
百
選
（
第
2
版
）
二
三
八
頁
。

（
6
）
「
組
織
的
過
失
」
に
つ
き
立
ち
入
っ
た
検
討
を
試
み
る
も
の
と
し
て
、
高
橋
眞
「
安
全
配
慮
義
務
の
組
織
性
・
科
学
性
・
目
的
性
」
法
学
雑
誌
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六
五
巻
三
・
四
号
六
二
頁
（
二
〇
一
九
年
）。
な
お
、
二
審
判
決
を
評
釈
・
解
説
す
る
文
献
の
中
に
は
、
事
前
防
災
や
そ
の
組
織
的
対
応
の
重
要

性
を
認
め
つ
つ
、
本
件
で
予
見
可
能
性
が
肯
定
さ
れ
た
こ
と
に
は
疑
問
を
呈
す
る
も
の
が
あ
る
。
村
中
洋
介
・
自
治
研
究
九
五
巻
七
号
一
四
三
頁
、

近
藤
卓
也
・
行
政
法
研
究
三
〇
号
二
九
七
頁
、
星
野
豊
・
筑
波
法
政
七
六
号
一
七
頁
な
ど
。

（
7
）
大
塚
直
「
事
故
調
査
に
よ
る
真
相
究
明
と
民
事
責
任
の
事
故
抑
止
機
能
」
法
律
時
報
九
一
巻
一
号
八
四
頁
（
二
〇
一
九
年
）。

（
8
）
米
村
滋
人
「
大
災
害
と
損
害
賠
償
法
」
論
究
ジ
ュ
リ
ス
トN

um
ber 06 

六
四
頁
（
六
八
頁
）（
二
〇
一
三
年
）
は
、
緊
急
事
務
管
理
の
趣
旨
を

類
推
し
た
免
責
が
認
め
ら
れ
る
余
地
を
肯
定
す
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
な
お
、
米
村
・
前
掲
注（
5
）
私
法
判
例
リ
マ
ー
ク
ス
59
・
六
〇
頁
を
も

参
照
。

（
9
）
な
お
、
二
審
判
決
は
、「
裏
山
」
へ
の
避
難
は
不
適
切
だ
と
判
示
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、「
裏
山
」
は
、
宮
城
県
に
よ
り
急
傾
斜
地
崩

壊
危
険
区
域
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
本
件
想
定
地
震
の
際
は
震
度
五
強
の
揺
れ
に
曝
さ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
た
の
で
、
地
震
動
に
よ
り
崩

壊
の
危
険
が
あ
っ
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

（
10
）
大
川
小
学
校
訴
訟
の
二
審
判
決
は
、「
裏
山
」
は
避
難
場
所
と
し
て
不
適
切
と
評
価
し
て
い
た
が
、
一
審
判
決
が
避
難
ル
ー
ト
と
し
て
示
し
た

中
に
は
傾
斜
が
緩
や
か
な
も
の
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
三
次
避
難
場
所
と
し
て
「
裏
山
」
を
定
め
、
そ
こ
に
安
全
に
至
る
た
め
の
通
路
や
階

段
を
整
備
し
て
お
く
と
い
う
平
時
・
事
前
の
対
策
も
考
え
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
11
）
若
干
の
例
に
す
ぎ
な
い
が
、
東
日
本
大
震
災
の
前
か
ら
整
備
さ
れ
、
同
震
災
時
に
有
効
に
機
能
し
た
も
の
と
し
て
、
岩
手
県
大
船
渡
市
三
陸
町

越
喜
来
小
学
校
の
二
階
と
市
道
を
つ
な
ぐ
避
難
階
段
（https://w

w
w

.kahoku.co.jp/special/spe1168/20160215_01.htm
l

）、
岩
手
県
岩
泉

町
（
旧
）
小
本
小
学
校
か
ら
高
台
に
あ
る
国
道
四
五
号
線
に
上
る
た
め
の
避
難
階
段
（http://w

w
w

.thr.m
lit.go.jp/sinsaidensyou/sisetsu/

facility/iw
ate-2-012.htm

l

）、
同
震
災
後
に
整
備
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
釜
石
市
唐
丹
町
小
白
浜
地
区
の
避
難
階
段
（https://w

w
w

.pref.
iw

ate.jp/sangyoukoyou/ringyou/hozen/chisan/1008420.htm
l

）。

　
　
　

ま
た
、
自
動
車
の
利
用
を
前
提
と
し
た
避
難
道
路
の
整
備
と
し
て
、
宮
城
県
南
三
陸
町
志
津
川
の
高
台
避
難
道
路
（https://w

w
w

.tow
n.

m
inam

isanriku.m
iyagi.jp/index.cfm

/6,18081,22,304,htm
l

）
が
あ
る
。
な
お
、
東
日
本
大
震
災
の
際
、
自
動
車
に
よ
る
避
難
を
め
ぐ
っ

て
は
、
地
震
発
生
時
の
渋
滞
が
避
難
に
と
っ
て
大
き
な
障
害
と
な
る
と
い
う
問
題
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
同
震
災
後
に
避
難
道
路

を
整
備
す
る
に
当
た
り
、
避
難
道
路
に
は
交
差
点
を
設
け
ず
、
ま
た
、
一
方
通
行
を
活
用
す
る
な
ど
し
て
、
沿
岸
部
か
ら
安
全
な
内
陸
の
高
台
や

自
動
車
専
用
道
路
ま
で
走
行
で
き
る
よ
う
な
計
画
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。
宮
城
県
名
取
市
閖
上
地
区
の
例
と
し
て
、http://w

w
w

.bousai.go.jp/
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大
地
震
に
伴
う
津
波
と
学
校
に
よ
る
児
童
の
安
全
確
保
（
渡
辺
）

kyoiku/chikubousai/chikubo/chikubo/pdf/03_004.pdf

が
参
考
に
な
る
。

（
12
）
渡
辺
達
徳
「
防
災
の
観
点
か
ら
見
た
『
東
日
本
大
震
災
津
波
訴
訟
』」
東
北
ロ
ー
レ
ビ
ュ
ーvol.3　

一
頁
（
二
八
頁
）
に
お
い
て
紹
介
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

（
東
北
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
教
授
）




